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論　　文　　の　　要　　旨
〈目　的〉
　麻酔中患者が気管内挿管，胃管挿入，口膣・気管内吸引，咳などの各種の刺激で循環系に種々
の反応を呈することは，よく知られている。血圧や心拍数の変化は交感神経，副交感神経活動の
瞬時的なバランスによって調節されている。全身麻酔のこれらの循環反応に関する報告は多いが，
頸部での硬膜外麻酔によって，心臓交感神経がブロックされた場合，いかなる循環反応が起こる
かは明らかにされていない。本研究は，意識下における頸部硬膜外麻酔による心臓交感神感ブ
ロックの，（1）動脈圧受容器反射への影響，（2）バルサルバ試験，咳，嚥下，冷水による鼻腔刺激に
対する循環反応への影響を観察し，反射性循環反応に対する交感神経ブロックの役割を検討する
ことを目的とした。
〈対象および方法〉
　健康成人志願者8名を対象とし，心電図，直接動脈圧測定により血圧と心拍数を連続記録した。
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硬膜外麻酔はC7－丁漱問より1．5％リドカイン10搬1を用いて行い，15分後pin－prick法で無痛域を
確認した。次の各試験を硬膜外麻酔の前後に行った。
　動脈圧受容器反射としては，フェニレフリン（250μ9／㎜1），ニトログリセリン（500μ
g／㎜1）を各！狐1静脈内投与し，血圧と心拍数の変化によって調べた。動脈圧受容器反射の感受
性は，動脈圧の変化に対するRR問隔の変化より求めた。
　次にバルサルバ試験，咳，嚥下，冷水による鼻腔刺激による血圧と心拍数の変化を観察した。
血漿エピネフリンとノルエピネフリン濃度を硬膜外麻酔の前後，昇庄・降圧試験時に測定した。
〈結　果〉
　頸部硬膜外麻酔による無痛域はpin－prick法でC3．g±oIべT68士ogであり，これによって心臓交
感神経はブロックされた状態になるとみなした。
　（ヱ）圧受容器反射については，交感神経ブロックにより昇圧試験で有意に抑制されたが，降圧試
　　験では変化は認められなかった。
　（2）バルサルバ試験については，4相に分け検討し，2相と4相で血圧と心拍数の変化はブロッ
　　ク後有意に抑制された。
　（3）咳，嫌下，鼻腔刺激の効果については，血圧の変化はブロックの前後で大きな反応の違いを
　　認められなかったが，心拍数の増加は約30％抑制された。
　（4）硬膜外麻酔後，副交感神経優位と考えられる反射」性の徐脈，低血圧等は観察されず，血漿エ
　　ピネフリンとノルエピネフリン濃度もブロック前後で，昇圧・降圧試験時に有意の変化を示
　　さなかった。
＜考　察〉
　頸部硬膜外麻酔により，心臓への交感神経をブロックすると降圧試験に対して強く影響を及ぼ
すと推測したが，結果は逆に昇圧武験にのみ影響した。この理由は明らかでない。咳，嚥下，鼻
腔冷水刺激での心拍数の増加は，いずれも頸部硬膜外麻酔によって約30％抑制された。このよう
な頸部硬膜外麻酔の効果は，虚血性心疾患を有する患者にとって利点となると考えた。
〈結　論〉
　健康成人において，頸部の硬膜外麻酔によって循環系の反射性反応は軽度ながら有意に抑制さ
れる。これはこの麻酔によって，心臓，肺，大血管への交感神経枝がブロックされたことによる
が，迷走神経は直接影響を受けないことによると考えられた。
審　　査　　の　　要　　旨
正常成人について，頸部硬膜外麻酔による心臓交感神経ブロック状態での各種循環反射に関す
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る研究は貴重だが，従来の報告は少ない。それを健康志願者について行い，上記のような結果を
得たことは学術的に価値あることである。しかし，志願者にこのような操作や条件負荷を加える
ことについての批判も出たが，告知による承諾を予め得て注意深く行ったこと，事故はもとより
後に遺る合併症もなかったことを確認した。
　心疾患，麻酔や手術との関係の有無にかかわらず，種々の状態や条件の負荷によって起こる循
環反応は日常の臨床の場でしばしば遭遇することであり，それを知ることは極めて重要である。
心臓交感神経のブロックという条件で，麻酔に関連する種々の操作によって起こる循環反応を研
究した本論文は，定評ある’コ㎝ma1of　Anesthesio1ogy”に採用されたことからみても，価値あ
りと認められる。
　よって，著者は医学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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